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１．研 究 目 的 

「専門性」は、ソーシャルワークが近代化を図るうえで重要な役割を果たしてきた。近

年では多様化・複雑化するニーズに対応するため、より高度な「専門性」が求められてい

る。「専門性」は、無いよりも有ったほうが望ましく、低いよりも高いほうが望ましい。 

しかしここ数年、このような「専門性」のあり方を問い直す議論がある。「専門性」は、

支援の妨げになってはいないだろうか。さらにいえば、専門職による支援を正当化するレ

トリックとして機能しているのではないだろうか（荒井 2014）。 

またピア・サポート研究の知見によれば、当事者同士の支え合いには専門的支援にはな

い利点がある（伊藤編 2013）。近年では、当事者性をいかした支援者としてピアサポータ

ーが養成され成果をあげている（相川 2013）。 

このような「専門性」のアポリアを克服するうえで注目されるのは、ナラティヴ・アプ

ローチ、コラボレイティヴ・アプローチ、オープン・ダイアログなどのポストモダン思想

にもとづく新しい支援方法である（Malinen, Cooper, Thomas 2011）。 

そこで本研究では、ナラティヴ・アプローチ、コラボレイティヴ・アプローチ、オープ

ン・ダイアログを手がかりに、ソーシャルワークにおける「専門性」のあり方について実

践的・理論的に検討することを目的とした。 

２．研究の視点および方法 

 本研究では、実際の介入事例を対象に、ナラティヴ・アプローチ、コラボレイティヴ・

アプローチ、オープン・ダイアログの視点から理論的に検討した。 

 ナラティヴ・アプローチは、クライエントの経験を複数の物語から成り立っていると考

え、その物語の権力の作用に注目する。そこでは支援者は、クライエントのドミナント・

ストーリーを解体し、オルタナティヴ・ストーリーの復権を支援する（White, Epston 

1990=1992）。 

コラボレイティヴ・アプローチは、クライエントこそがクライエントの専門家であると

いう無知の姿勢にもとづく。そこでは、支援者に必要とされる「専門性」それ自体が問い

直される（Anderson 1997=2001)。 

オープン・ダイアログは、クライエントのモノログ（独話）をダイアログ（対話）とし

て開放する。支援者は、対話の可能性を信じ、不確実性に耐えながらクライエントとの会

話を続ける（Seikkula, Arnkil, Hoffman 2006）。 

方法・技術２
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３．倫理的配慮 

 本研究では、発表者自身による介入事例を用いた。プライバシーの保護、関係者の承諾

については、一般社団法人日本社会福祉学会「研究倫理指針」を遵守した。 

４．研 究 結 果 

 インボランタリーなクライエントへの支援場面において、従来的な「専門性」の弊害が

浮き彫りとなった。そこでは、支援者が支援を提供しクライエントがその支援の提供を受

けるという非対称的な支援関係が逆機能を起こした。他方、専門職という立場性から距離

をとった支援、専門的な知識や技術を用いない支援、支援することそれ自体を放棄したか

かわりが、クライエントにとって有効に機能した。 

５．考 察 

近年の多様化・複雑化するニーズに対応するうえで、ソーシャルワークの「専門性」は

限界を示し、逆機能を起こす。だからといって、「専門性」を捨象すれば、ソーシャルワー

クの基盤を揺るがす。そこで求められるのは、従来的な「専門性」に代わる「新しい専門

性」である。ナラティヴ・アプローチ、コラボレイティヴ・アプローチ、オープン・ダイ

アログは、ソーシャルワークにおける「新しい専門性」を検討するうえで示唆的である。 
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